
８月１１日（金）
福岡市から親子で参加

初めて災害ボランティアとして活動しました。

晴れていたけれども、被災した家の中は土砂があって家具やガラスが散乱し、
危険な状態でした。

実際に来てみて被災状況も作業もとても大変だと分かりました。
災害を自分事に感じました。



８月１１日（金） チームあらきの皆さん

軒下の清掃をしたのですが、泥が乾燥して砂埃が舞っていました。

被災された方は、
まだ復旧が終わっていないところに台風が来て、雨や風の音に不安を感じた

とおっしゃっていました。



８月１１日（金） 佐賀県から参加

佐賀県も水害があって、大変なのがわかるから活動しています。

泥出しの作業をしました。
一か月経ちましたが、厚い土砂が残っていて、

被害の大きさがわかりました。



８月１１日（金）
くるめ災害支援ネット「ハッシュ#」 松田 光司

今回の災害は、流入してきた土砂の撤去作業が必要で、
例年より人手が必要な状態です。

何人ものボランティアさんによって作業が引き継がれ、
一つの依頼が完了しています。

カビの発生や、被災者の方の心の負担を考えると、
少しでも早い復旧支援が必要です。

全国からのボランティアさんの力は心強いです。
これからもご協力よろしくお願いします！
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